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会   議   録 

 

 

 

 

 

 

 

会議の名称 令和６年度第２回本庄地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

開 催 日 時 令和７年２月６日（木） 
午後  １時３０分から 

午後  ２時４０分まで 

開 催 場 所 本庄市役所 ６階大会議室 

出 席 者 

委 員－清水委員※・矢代委員・種村委員・風間委員・五十嵐委員・田端

委員・江原委員※・高野委員※・神宮委員※・田中委員・鈴木委員・鳥羽委

員・関口委員・新井委員・竹内委員 ※意見書の提出あり 

事務局－本庄市 橋本企画財政部長、柳企画課長、 

平野政策係長、矢本主任 

美里町 萩原総合政策課長 

神川町 春山総合政策課長 

上里町 吉村総合政策課長 

児玉郡市広域市町村圏組合 櫻井総務課長 

埼玉県北部地域振興センター本庄事務所 小山所長 

 欠 席 者 村上委員 

議  題 

（次  第） 

（１）本庄地域定住自立圏共生ビジョンの取組状況及び所要の変更に

ついて 

（２）次期本庄地域定住自立圏共生ビジョン（案）について 

配 付 資 料 

令和６年度第２回本庄地域定住自立圏共生ビジョン懇談会次第 

資料１ 令和６年度本庄地域定住自立圏共生ビジョン 

資料２ 本庄地域定住自立圏共生ビジョン取組進捗状況報告書（案） 

資料３ 令和５年度取組状況報告に対する意見と各WGの考え方 

資料４ 次期本庄地域定住自立圏共生ビジョン（案） 

参考資料 令和６年度年度共生ビジョン KPI進捗状況一覧 

その他特記事項  

主 管 課 本庄市企画財政部企画課 
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会 議 の 経 過  

発 言 者 発言内容・決定事項等 

事務局 

（柳課長） 

 皆様には、お忙しいところ、令和６年度第２回本庄地域定住自立

圏共生ビジョン懇談会にご出席を賜りまして誠にありがとうござい

ます。 

 本日、司会を務めさせていただきます、本庄市企画課の柳と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に先立ちまして、ご報告と資料確認等をさせていただきま

す。まず、本日欠席の委員のご報告をさせていただきます。 

本庄市児玉郡医師会 清水由紀夫様、本庄市観光協会 江原貞治

様、朝日自動車株式会社本庄営業所 高野寿臣様、本庄地区タクシ

ー協会 神宮つぐよ様以上です。 

 なお、事前に意見書をいただいている委員におかれましては、意

見書の提出をもって出席数へ計上いたします。そのため、本庄地域

定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱第６条第２項により、本会

議は成立しておりますことを報告いたします。 

次に、この懇談会の公開についてですが、懇談会、審議会等の会

議は、原則公開することとなっておりますのでご了承いただきたい

と思います。なお、本日の傍聴者はおりませんので、ご報告いたし

ます。また、本庄ケーブルテレビ及び本庄経済新聞より撮影の申出

がございましたので、ご了承願います。 

続きまして、配布資料等の確認をさせていただきます。 

（会議資料の確認） 

事務局 

（柳課長） 

 それでは、お手元の次第に沿って進めさせていただきます。開会

にあたりまして、鳥羽会長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

鳥羽会長 本庄市自治会連合会の会長をしております鳥羽と申します。 

この本庄地域定住自立圏構想は平成２２年に誕生されたと聞いて

おります。長きにわたってこの地域の皆さんのご意見いただく中で

会議が進められていることだと思いますが、少子高齢化、人口減少

は解消されない現状がございます。そういった中で、市町の連携は

ますます重要になってくると思います。この地域は災害が少ないと

言われておりますが、３０年前には阪神淡路大震災、２０年前には

中越地震、１４年前は東日本大震災、そして昨年は能登地震と、最

近は南海トラフの件もございますので、こういった地域連携でも防

災に関して取り組んでいただければと思います。 

今日は今年度２回目の会議ということでございますけれども、令
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和６年度の取組に対して忌憚のないご意見をいただきまして、この

地域の定住自立圏の推進にご協力いただければありがたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

事務局 

（柳課長） 

ありがとうございました。 

続きまして、議題に入らせていただきます。ここからの会議の進

行につきましては、設置要綱第６条第１項により会長が議長となっ

て行うこととなっておりますので、鳥羽会長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

鳥羽会長 それではここから議長を務めさせていただきます。 

議題について、事務局より説明をお願いします。 

（本庄地域定住自立圏共生ビジョンの取組状況及び所要の変更について、次期本庄地域定

住自立圏共生ビジョン（案）について説明） 

鳥羽会長 事務局より、今年度の取組状況の報告と次年度からの計画につい

て説明がありました。前回の懇談会において本計画の周知をするべ

きとの意見がありましたが、こちらについては広報の特集ページな

ど、ぜひ分かりやすい方法で引き続き行っていただければと思いま

す。次期計画については議会にも説明済ということでよろしいでし

ょうか。 

事務局 

（矢本主任） 

定住自立圏構想を進めるにあたっては、中心市である本庄市と各

町の間で協定を結んでおりまして、ビジョンの改定にあたり協定を

変更する内容を９月議会において市議会、町議会へ説明済です。 

鳥羽会長 限られた時間ではありますが、１人ずつ順番に意見をいただけれ

ばと思いますが、まずは副会長田端さんからお願いできますでしょ

うか。 

田端委員 私は本庄地域定住自立圏が始まった頃からお世話になっているの

で、結構理解しているつもりなのですけれども、色々な結果を聞い

てみると、大分進んできている気がします。今日も説明の中で、農

業の後継者対策に大変力を入れていただいていると思いましたし、

農業振興の面では、国でも、地域計画を立てなさいというところ

で、４月１日からスタートするために、１０年後のこの地域はこん

なふうにやっていきますよという計画を児玉郡市一体となって検討

しているところで、色々な面でバックアップしていただいていると

感じています。 

その他の分野においては、交通インフラについて気になっており

まして、神川町でもデマンド交通を始めるということで、他の交通

ともうまくつなげていって、細やかな交通インフラ整備をしていた

だきたいと思います。こういった意見が出たということをワーキン

ググループにも伝えていただければと思います。 
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鳥羽会長 ありがとうございます。今の意見に対し、事務局から何かありま

すか。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。農業振興については、定住自立圏

として担い手育成を重点的に取り組んでおり、農業委員会の皆さま

と引き続き協力して取り組んでいければと思います。 

公共交通については、本日は美里町と神川町における取組状況を

説明いたしましたが、上里町においてもデマンド交通を始める予定

があり、本庄市においても予約方法の見直し等、公共交通の在り方

を検討しているところです。ワーキンググループでは、それぞれ展

開している事業をどのようにして連携していくか、検討を進めてお

りますので、今後も住民の利便性が向上するよう努めていきたいと

思います。 

鳥羽会長 続いて矢代さんお願いします。 

矢代委員 先ほど田端委員からもお話がありましたけれども、評価が順調あ

るいは概ね順調である事業が多く、完全ではないにしても良くなっ

ている、そして要改善の事業はないということは、前に進んでいる

ということだと思います。目標をもって事業を進めていくことは大

変良いことだと思います。 

そして医療の面ですけれども、県北地域は二次医療機関がありま

せん。深谷日赤、群馬県の伊勢崎市民病院、藤岡総合病院に搬送し

なければなりません。それを補うためには救急車を充実できるとよ

いと思います。 

また、空港の話もありますが、つくるには費用もかかるでしょう

し、収入がなければ続けていけないと思います。一方で、できたら

地域は活性化するとも思いますので、こちらの検討もしていただけ

ればと思います。 

鳥羽会長 ありがとうございます。目標については、全て完璧にできれば良

いですが、常に良くしていくために事務局をはじめとして努力して

いると思います。医療については、確かにこの地域に病院があるに

越したことはないですが、つくるには費用もかかりますし、広域の

中で手当てができる体制を整えることが大切なのではないかと思っ

ています。空港については、この地域には新幹線があって、高速道

路があって、今ないものではあります。飛行機とまではいかないま

でも、ドローンなどもありますので、そういったものも含めて、空

を飛ぶ手段が夢としてあっても良いのではないかと思います。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。３点あったかと思います。まず、

目標に関して評価いただきありがとうございます。次期共生ビジョ

ンにおいても新たな目標を設定しておりますので、引き続き達成に
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向けて取り組みたいと思います。 

２点目の医療に関しましては、先ほど鳥羽会長からもお話があり

ましたが、救急医療を充実させるとなると難しい面もあるかと思い

ますので、定住自立圏においては、救急車の適正利用の啓発に取り

組んでおります。必要な時に救急車を利用するためには適正利用を

促進することも必要だと考えておりますので、まずは啓発から取り

組んでいきたいと思っております。 

事務局 

（平野政策係長） 

空港に関しては、上武連携構想勉強会という、埼玉県北と群馬県

南部の自治体の首長が、県域を越えて連携できることがないかと模

索する勉強会がございます。その中で、空港整備をテーマとして取

り上げられた経緯がございまして、その勉強会の内容等が報道によ

って取り上げられ、注目を浴びているところです。空港に関しては

色々とハードルも高く、費用的なものもそうですし、法規制の問題

もございます。これに関して具体的に整備がどうなっていくかとい

ったところは何とも言えないというのが正直なところでございまし

て、また空港以外の項目に関しても県域を越えて連携できることを

模索しております。その中には会長からも冒頭の挨拶で触れていた

だきました防災の関係ですとか、広域医療、治水の問題ですとか、

色々テーマとしては上がっている状況です。このそれぞれのテーマ

を次回以降の勉強会において設定して勉強していくと、各首長が考

えていくものと思っているところではございますので具体的に政策

として連携できるものが出て参りましたらば、しっかり検討してい

きたいと考えているところでございます。 

鳥羽会長 よろしいでしょうか。それでは種村さんお願いします。 

種村委員 障害者関係では、行政が旗を振ってくれてはいるのですが、改正

障害者差別解消法の浸透、いわゆる民間事業者に対しての努力義務

であったものが義務化されたという法の改正なのですけれども、そ

の辺のところはまだ浸透が足りないのかなと思います。また、この

地域の社会資源の活用に関しては、自立支援協議会が設置されてお

りますので、少しずつではありますが、かなり充実されてきている

のではないかと評価しております。 

それとは別に、先ほど３月に首長会があるとお話がありました。

私は小さな会社を経営しておりまして、事務員さんたちが、お産を

するという話になりました。そうしましたら、この地域にはお産を

扱っている病院が１ヶ所しかない、それもお医者さん１人だけとの

ことです。その方ももう６０歳を過ぎており、この方が引退をされ

ますと、お産ができる病院が１つもなくなってしまうということで

す。地元でこどもを産んで育てていくということは、まさに定住化
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ビジョンの最たるものだろうと思います。要は、若い２０代３０代

の人たちが本庄で家庭を持ってもこどもは産めないという状況にな

っております。こうした状況で、何が定住だという話です。せめて

その辺のところは、広域で何らかの形で今後解決していく必要性が

あるのではないかと思っております。少なくとも自分の孫の代まで

は、本庄、美里、神川、上里、この地域でやはりこどもを産んで育

てて教育して外へ出したいという、一番根本的な部分が今後なくな

ってしまう可能性があります。とにかくこれだけ人口がいる中で、

お産を取り扱っているお医者さんが１人しかいないのは何とも心許

ないと思います。もしお医者さんが事故をすればお産ができないと

いう話になりますよね。ですから、今後の課題として取り上げても

らってもよいのではないかと思います。 

鳥羽会長 初めて聞いた話もありましたが、事務局からいかがでしょうか。 

事務局 

（橋本部長） 

障害福祉の関係につきましてはまた引き続きしっかり取り組んで

いきたいと考えております。 

また、お産が可能な病院については、種村委員のおっしゃるとお

りこの郡市内では、本市に産科は１つのみということになってござ

います。今後少子化が進み、また、子育て支援にしっかり取り組ん

でいかなければならない中で、何ができるかを検討していきたいと

考えてございます。 

鳥羽会長 お金の面等から、すぐに病院をつくります、とは言えないと思い

ますので、今後の課題として取り組んでいただければありがたいと

思います。 

続きまして、風間さんお願いします。 

風間委員 私からは福祉の分野に関して話をさせていただきます。来年度か

らのビジョン中、発達障害児への支援に関して、２２ページの基本

方針の社会的に自立していけるよう継続的な支援ということで、今

と同じものが大きな基本方針としてあって、その後、２６ページに

こどもが在籍する各機関において関わる先生方への支援ということ

が書かれており、両方とも必要なことだと思いますので、引き続き

取り組んでいただければと思います。また、３１ページには介護人

材の確保定着ということで、新たな取組を予定されているかと思い

ますが、事業費見込みが７年度は０円で８年度から２００万円とな

っており、何かこんなことをやるという、イメージのようなものを

教えていただければと思います。 

事務局 

（矢本主任） 

介護人材の確保・定着対策事業の予定としましては、令和７年度

にどのようなことをやるか検討していきたいとワーキンググループ

の方では考えております。現時点では、介護職に就きたい方に向け
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た研修事業を共同で開催することを検討しておりまして、８年度か

らの実施を予定しています。具体的にどのような研修を実施するか

は、今後検討していくこととなると思います。 

風間委員 ありがとうございます。もう１０年程経つと思うのですが、私た

ちの美里会を含めて、７法人で埼玉県北西部合同研修会というもの

をやっておりまして、うち、上里町の梨花の里さん、本庄市のひま

わり福祉会さんと私たちが児玉郡市の事業所となります。研修の活

動費運営費は、各法人が持ち回りで一律いくらという形で会場を借

りたり外部講師を呼んだりしており、研修の内容とすれば人材育成

と定着、また、私たちは主に知的障害を伴う方が対象の法人なの

で、事例検討などをしています。やはり人材育成と定着というのは

大きな課題で、まず人が集まらない、あとは辞めてしまうというこ

とも考えられます。 

埼玉県社会福祉協議会では、障害や介護分野の、就職支援事業み

たいな形で支援貸付金というものをやっておりまして、２年間丸々

働き、その間に福祉の初任者研修を受けることで、２０万貸し付け

てくれるのですが、２年、３年引き続き介護職員として従事すると

貸付金を返さなくてよいという制度になっています。実際どのくら

い利用されているのかというと、定員に対してそんなに使っていな

いそうです。ただ、児玉郡市だけで遠くから福祉の人材を見つける

というのは難しくて、私たちの採用も東北の方へ行ったりしていま

す。どこの企業でもそうなのかもしれないですが、福祉というのは

競争するのにも、やっている仕事のイメージが一定なのでなかなか

人が集まらないことになってしまうのだろうと思います。そこで、

やはり働く方からすると、お給料や報酬は魅力の１つだと思います

ので、まずは社会福祉協議会のように、この事業費がそういった研

修やこの地域の福祉に充てられるお金になるとか、そのようなとこ

ろにあてがっていただけると良いと思います。 

あと、私たち美里会では、みさと福祉カレッジというものを実は

２０年ぐらいやっております。働きながら介護福祉士を取ることが

できるというもので、お給料を出して、自前で研修をして、研修も

お給料にあてがっています。実務経験が必要なので、３年間実務経

験を美里会で積んでもらって、介護福祉士を取ってもらって、福祉

の分野で働いてもらえれば良いと思って行っているのですが、それ

でも実はそんなに集まらないです。学校に行って介護福祉士を取る

よりも簡単に取れると思うのですが、どちらにせよ、地域ぐるみで

取り組んでいければ良いと思います。 

そして、先ほど種村さんがおっしゃっていたこどもを産むことが
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できる病院が１ヶ所しかないということで、これはなかなか難しい

話だと思ったのですが、住民が満足したり民間企業が発展したりと

いう点では、住む人を増やせるように、車がないと仕事に行けない

のではなく、通勤で使えるような交通も地域で作っていけると良い

とは思います。 

鳥羽会長 一長一短で解決できる課題ではないかと思いますが、地域の皆さ

んの願いが令和７年度以降の計画の中で、少しでも前進できるとよ

いと思いました。事務局から何かいかがでしょうか。 

事務局 

（矢本主任） 

まず福祉の分野についてですが、７年度からの事業につきまし

て、たくさんご意見いただきありがとうございます。計画自体は案

として作成し、来年度から実施していきますが、事業費もまだ見込

みの段階ですので、報酬の件を含め本日いただいた意見をワーキン

ググループにもお伝えいたしまして、検討していきたいと思いま

す。 

鳥羽会長 せっかくいただいた意見でもありますので、３月に首長懇談会も

あるということで、もう一度議論いただいて美里会さんの熱意をと

いうものをこの構想のどこかに入れていただけると良いのかなと思

いました。 

事務局 

（矢本主任） 

本日皆さまよりいただいたご意見は、３月に予定している首長懇

談会の１つの資料とさせていただいておりますので、もちろんお伝

えいたしますし、各分野に設置している作業部会、ワーキンググル

ープにもお伝えし、より良い取組ができるようにしていますので、

引き続きご意見をいただければと思います。 

人材育成事業についても毎年やっていく予定ではありますが、毎

年懇談会を開いて皆さまよりご意見をいただき、その都度ブラッシ

ュアップといいますか、どういった研修をすればよいかなど検討し

ていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

交通についてもご意見をいただきました。通勤で使える交通もつ

くれると良いということで、それぞれ交通の事業を展開するにあた

っては、各市町の取組になってしまってはおりますが、住民の方に

アンケートをとるなどして、できる限り住民の方の利便性向上に繋

がるような事業展開を検討しておりますので、引き続きよろしくお

願いいたします。 

鳥羽会長 よろしいでしょうか。それでは五十嵐委員お願いします。 

五十嵐委員 １つは観光資源の関係です。各市町観光資源がたくさんあると思

うのですが、やはりどうしてもＰＲ不足のせいか、なかなか人が来

ない現状があるように思います。先日、本庄市の七福神巡りという

のをやらせていただいたのですが、歩いていると色々な市町の方が
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いらっしゃって、３０人ほどのグループがいたので聞いてみると、

深谷から来ました、とか、吹上から来ました、とおっしゃっていま

した。一方で、地元の方がほとんど参加してないように思いまし

た。ですから、やはりまずは地元の方に知っていただいて、それを

外に向けて発信するような形が良いかと思いますし、色々な形で地

域の観光資源を有効活用していただきたいと思います。 

もう１つ、産業振興の中でも農業についてお話をさせていただき

ます。新規就農者を育成し就農者が入れば、遊休農地が減るとも考

えられますが、我々は、新規就農者、それから今いる生産者の規模

拡大を考えています。そういった中で、その農業の生産者がいかに

して儲かって、持続して自分のこどもに農家を継がせたいという環

境に置くかということをいつも考えています。ですから、すでに農

業を営んでおり、規模拡大をする農家さんに３年間農機具をリース

し、国が保証するという制度ができたのですが、新規就農者を増や

すだけではなくて、その方たちがしっかりと定着し、農業を継続で

きるような取組を拡充しても良いのではないかと思いました。 

鳥羽会長 ありがとうございます。観光資源のＰＲということで、最近日本

にも4,000万人程のインバウンドの方が来ていると聞きました。来す

ぎても困ってしまいますが、来なければ魅力がないまちだと思われ

てしまうのではないかとも思います。観光資源になる素材はあるか

と思いますので、資源の活かし方やＰＲの仕方など、工夫できるこ

とがあるかと思います。そのあたり、事務局からコメントお願いし

ます。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。まず１点目の観光についてです

が、確かにＰＲは必要だと感じておりまして、先ほど説明において

申し上げましたが、今年度広域観光ワーキンググループでは新しく

インスタグラムという手法を使ってＰＲに努めているということで

すので、実績を検証し、効果があれば引き続き活用し、あまり効果

が得られなければ他の方法も考えるなど、今後もより良いＰＲがで

きるようにしていきたいと思います。 

２点目の農業につきましても、おっしゃるとおり担い手育成だけ

ではなくて、今活躍されている方をどう支援していくかということ

も、とても重要なことだと思います。いただいた意見を農業振興ワ

ーキンググループにもお伝えいたしまして、検討していきたいと思

います。 

鳥羽会長 各市町には若い担当の方もいらっしゃると思いますので、若いエ

ネルギーを使って、アイデアを出していただければと思いました。 

続いて田中さんお願いします。 
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田中委員 私どもは広域財団法人なのですが、あまり儲けてはいけない、た

だ、マイナスな事業は見直していかなければいけないというところ

があります。そういった中で、この地域の方々に向けた創業セミナ

ーを行っており、今年度で第９回のスクールを実施しました。今年

度も１８名の方が出席をされて、多くは本庄市の方だったのです

が、美里町からも４名、神川町、上里町からもそれぞれ１名の方に

ご参加いただきました。広報ほんじょう１１月号の市長コラムにお

いても、「創業・起業を応援する本庄市」ということで書かれてお

りまして、産・学・公・地域が一体となってこれからも創業・起業

を応援する本庄市でありたいという言葉で締められております。こ

の定住自立圏の中でぜひ創業スクールを取り上げていただければと

思います。 

もう１点は、人材育成の分野に子ども大学がありますが、こちら

は私どもも関わらせていただいている事業になります。子ども大学

は、小学生向けに土日を使った７回の講座を開催しておりまして、

早稲田大学や埼玉工業大学の方にご協力いただいて、今年度も無事

に終わりましたが、今後は、居場所を必要とする中学生の講義がで

きるような講座が増えていくと良いと思っております。我々の財団

では神川町からグローバルキャンプ、早稲田大学からイングリッシ

ュキッズといった講座を受託して、小学生向けに行っているのです

が、アンケートをとってみると、中学生向けにもそういった事業を

行っていただけないかという回答をもいただいております。ぜひ定

住自立圏の中で中学生の居場所づくりにも取り組んでいただければ

と思います。 

鳥羽会長 ありがとうございます。ＰＲの方法として、100％のＰＲは難し

いかと思いますが、本庄には８５自治会ありますけれども、定住自

立圏自体知らない自治会長もいらっしゃると思います。そのような

方向けに研修会をするとか、工夫してやれれば良いと思いました。

事務局からコメントいただければと思います。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。まず１点目の創業スクールに関し

ては、仕事は定住のために必要な大きな要素の１つだと思います。

今現在では、仕事に関する取り組みは本庄地域定住自立圏では取り

組んでいないので、新たな取組として検討していきたいと思いま

す。 

２点目の中学生に向けた取組については、来年度から教育の分野

で新しく取組を行う予定であり、検討を行う教育分野の担当者が集

まるワーキンググループもできますので、中学生向けの講座の開催

についても意見があったということをお伝えし、検討していきたい
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と思います。 

鳥羽会長 鈴木さんいかがでしょうか。 

鈴木委員 今までの取組中、文化の分野において、本庄早稲田の杜ミュージ

アムにおいて、１市３町と岡部も含みますが、交流展を開催してお

り、非常にたくさんの方に来ていただいています。大いに結構なこ

とだと思いますし、私も何度か拝見して、現在目に見えている姿だ

けではなく、古来からいかにこの地域が豊かで、交通の要衝で、水

から農業やら全てのものに恵まれて発展してきたかということがよ

く理解でき、あらゆる面で定住自立圏を考えるにあたり、基礎とな

るような事業だと思います。新しい計画においては名前を変え、考

古資料にフォーカスして取り組んでいくということですので、大い

に期待したいと思っております。 

それから、新しい計画中教育分野のところで、ふれあい教室につ

いて、昨年計画に入れてはいかがかと意見させていただいて、この

１年間活動を見守っていたのですが、やはり現場の先生方が一生懸

命頑張っていらっしゃいます。フォーカスしていただいて、新しい

目標に入れていただいたこと、感謝申し上げます。ぜひ温かい目で

見守って、より多くの不登校児童生徒が復帰できると良いと思いま

す。 

それから、圏域マネジメント能力の強化に関わる政策分野の人材

育成についてです。まず子ども大学については、着任以降関わって

きましたけれども、当初から違和感があったところが正直ありまし

て、地域にせっかく教えることができる人がたくさんいるので、早

稲田大学だけではなく、色々な人に教えてもらってはいかがかと率

直にお伝えしました。数年経ちまして、今年のプログラムを見ます

と、報告にも書いてありましたが、高橋ソースさんや埼玉工業大学

の先生、一昨年くらいからは、カインズの本社が加わり、多くの地

域の方で支援するのだという感じで、非常に良い雰囲気になってき

たと思います。新しい計画でも取り組まれるようですが、良い感じ

になってきたと思いますので、ぜひ地域でこどもたちを育てるとい

うことでこれからも取り組んでいただければと思います。 

それから職員の研修、こちらも１市３町の職員が共に研修を行っ

てくるということは非常に良いことだと思います。ただ、今後可能

であれば、座学だけではなく、例えば１年間美里町に本庄市の職員

が行ってみるといったような人事交流をすることができれば良いか

と思います。もし規則上できなくても、同じプロジェクトをお互い

の庁舎で１週間に１回ぐらいでもいいから少しやってみるとか、そ

ういった人事交流なども今後考えても良いのではないかと思いま
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す。 

また、田中委員の意見と少しかぶってしまうのですが、やはり人

材の育成、経営マネジメント能力の強化、といったところで言いま

すと、こどもに対してや行政職員に対してだけでは足りないのでは

ないかと思います。この地域の産業を豊かにするように、これはベ

ンチャーだけではなくて、農業もあるでしょうし医療もあるでしょ

うし福祉もあると思うのですけれども、そういった様々な分野で人

を育てていくという何か目標があっても良いかと思いますので、各

作業部会でも話し合っていただければと思います。 

鳥羽会長 事務局が努力していることを評価しているご意見も多々あったか

と思います。ただ、人材育成については、PDCAといいますか、人

の能力には限界がないわけですから、引き続き努力していくことは

大切ですよね。大切な課題としてご意見いただいた部分について、

事務局より詳しくご説明いただければと思います。 

事務局 

（橋本部長） 

まず、早稲田の杜ミュージアムにつきましては、早稲田大学さん

にもご協力をいただきありがとうございます。先ほどもお話があり

ましたけれども、児玉地域と深谷地域の展覧会を今まさに行ってい

るところでございます。２月８日にも上里町教育委員会生涯学習課

の方がいらっしゃいまして、講演をしていただける予定となってお

ります。また、早稲田大学さんのご協力をいただき、エジプトの企

画展も開催しておりまして、５月１７日に吉村作治先生にご講演を

いただく予定です。そういったことで、多くの方にご来館いただい

ております。また、ふれあい教室の方でも早稲田大学さんには場所

の確保等、大変お世話になっているところでございます。子ども大

学、あるいは職員の人事交流、また、田中委員からもご意見いただ

きましたけれども、職員だけでなく様々な分野での人材育成につい

てもご提案いただいたことをワーキンググループや各市町の職員へ

お伝えし、検討していきたいと思います。 

鳥羽会長 よろしいでしょうか。では続きまして、関口さんよろしいでしょ

うか。 

関口委員 私は本日会議に初めて出席させていただいたのですが、多岐にわ

たりすごいことをやっていると思い、感心して資料を拝見しまし

た。ぜひこういった関係は大切だと思いますので、今後も機会を設

けて進めていっていただければ、良い児玉郡市になるのではないか

と思います。 

その中で、私実は教育畑でございまして、先ほどもお話がありま

したけれども、ふれあい教室について、学校復帰率を伸ばすのは大

変良いことですし、今後もこういった目標を持ってやっていただけ
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るとありがたいと思います。一方で、実は今熊谷にある通信制の高

校に勤めておりまして、通っているほとんどが不登校の子なのです

が、環境が変化すること等によって９割くらいは継続して通ってお

ります。学校への復帰も大いにやって欲しいですが、うまく環境を

変えてあげると、その子も変わっていく、また親御さんも考え方も

変わる、そして次に向けて努力していく、というふうな方向も見え

るのではないかと思います。 

鳥羽会長 ありがとうございます。今のお話を聞いて、通信教育に通ってい

る方の９０％くらいは不登校の方がいらっしゃるということで少し

驚きましたが、そこが１つの居場所になるということは素晴らしい

ことだと思いますので、ぜひ頑張っていただければありがたいと思

います。事務局からコメントお願いいたします。 

事務局 

（矢本主任） 

ご自身のお仕事の話も含め、大変勉強になるお話をありがとうご

ざいます。学校教育に関しては、ここ数年でGIGAスクール構想や、

現場だけでない学校の在り方など変化がある中で、色々なお子さん

がいらっしゃって、その子１人１人に合った環境も違うのだろうと

思います。来年度から新しくできる教育分野のワーキンググループ

にも、いただいたご意見をお伝えし、学校復帰率を伸ばすだけでは

ない不登校対策についても検討していきたいと思います。 

鈴木委員 ふれあい教室に関しては、ＫＰＩの設定に対して皆さん同じよう

な意見を持ってしまうのではないかと思います。実はふれあい教室

の定義自体が、不登校児全員が母数に入ってくるのではなく、もっ

と不登校児がいる中で、学校に復帰できる意思があり、復帰できる

状況にある方のみが入ってくるというものになっています。ですの

で、母数の段階で学校に復帰する明確な意思があるものですから、

このような高い数字になるのだと思います。おっしゃるとおり、こ

れでもって不登校児が解決するというものではなく、誤解しやすい

KPIになってしまっているのだと思います。 

鳥羽会長 今の意見に対して事務局から補足、意見などはよろしいでしょう

か。 

（特になし） 

それでは、新井さんお願いします。 

新井委員 やはり住民としましては、交通機関といいますか、交通弱者の足

を確保していただきたいと思います。それは１つの町だけではな

く、１市３町のネットワーク、例えば神川から児玉に行けるとか、

そのようなネットワークを作っていただきたいと思います。予算の

問題から各市町で共有できないこともあるかもしれませんが、なる

べく１つの行政だけではなく、他の町へ行けるデマンドバス、デマ
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ンドタクシーを用意していただければありがたいと思います。 

それから、公共施設の相互利用は本当に助かっています。私は旧

神泉村に住んでおりまして、神泉には図書館など大きな施設は存在

しませんでしたので、色々な施設を利用できるのはとても助かって

います。こどもたちが受験勉強で図書館を使うとか、そういう話も

聞いておりますので、交通と併せて公共施設の相互利用について、

ＰＲをしていただければと思います。 

鳥羽会長 ありがとうございます。おっしゃるとおりですよね。定住自立圏

として取り組むということは、行政区の中だけで考えるのではな

く、児玉郡市全体で考えるということが原点になるかと思いますの

で、素晴らしいご意見だと思って、そういう大きな目線で考えて、

取り組んでいただければと思います。各市町それぞれ課題があり、

本当は１つになってしまえば一緒にできるのだと思いますが、難し

いところもありますのでうまく連携できれば良いのではないかと思

います。私も高齢になっていく中で、この辺はやはり車がないとど

こにも行けないですし、免許返納後に無料でタクシーが使えればよ

いのですが、なかなかそうはいかないので、今後の大きな課題の１

つとして首長さんにもお伝えいただければと思います。それでは事

務局よりコメントをお願いします。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。１点目の公共交通に関しては、長

い間ずっと課題でありまして、定住自立圏を取り組み始めてから

も、やはり共通の運行形態というものがなかなか難しく、各市町で

のデマンドや路線バス等の運行になってしまっているのが現状で

す。今後は、本庄市、神川町、上里町においてそれぞれデマンドバ

スを運行することになりましたので、公共交通ワーキンググループ

では、バス停を同じところに置いて接続できるようにする検討を進

めているところです。 

公共施設の相互利用についてもご意見ありがとうございます。周

知をもっとしていただきたいということで、来年度より新しく公共

施設のワーキンググループもできますので、ご意見をお伝えし、検

討していきたいと思います。 

鳥羽会長 最後に竹内さんお願いします。 

竹内委員 新井さんの意見に全く同感で、我々地域に住んでいる人間とし

て、公共交通には大きく期待しています。上里町では先ほど説明に

もありましたが、デマンドバスが始まります。ただ、ニーズがある

からといってみんなが利用するかというと必ずしもそうではないと

思っております。というのも、ご高齢の方にとってはおそらく利用

することのハードルがあるのだと思います。そういった課題を解決
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するためには、色々な実績を通じた上で、こうするともっと便利で

こうすると利用しやすいというような情報を、各地域で共有して連

携することが大切だと思います。 

鳥羽会長 素晴らしいご意見ありがとうございます。事務局よりお願いしま

す。 

事務局 

（矢本主任） 

ご意見ありがとうございます。おっしゃるとおり、情報共有は非

常に重要だと思います。それぞれの市町において利用者がいらっし

ゃると思いますので、そういった方からの声を聞いて、ワーキング

グループの中で意見交換しながら、住民の利便性向上に努めていき

たいと思います。 

鳥羽会長 ありがとうございました。言い忘れや他にご意見等があればいた

だければと思いますが、いかがでしょうか。 

（意見なし） 

有意義な意見交換ができたと思います。それでは、議事進行を事

務局にお返ししたいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局 

（柳課長） 

貴重なご意見大変ありがとうございました。また、議長を務めて

いただきました鳥羽会長にお礼を申し上げます。 

以上を持ちまして、令和６年度第２回本庄地域定住自立圏共生ビ

ジョン懇談会を閉会いたします。 


